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®

本書は一般の方々の便宜のため有志により作成されたもので、Atmel社とは無関係であることを御承知ください。しおりの[はじめ
に]での内容にご注意ください。

AVR 8ﾋﾞｯﾄ ﾏｲｸﾛ ｺﾝﾄﾛｰﾗ

XMEGA A1U Xplained Pro

使用者の手引き

序文

Atmel® XMEGA® A1U Xplained Pro評価ｷｯﾄはATxmega128A1Uﾏｲｸﾛ ｺﾝﾄﾛｰﾗを評価するた
めのﾊｰﾄﾞｳｪｱ基盤です。

Atmel Studio統合開発基盤によって支援されるこのｷｯﾄはAtmel ATxmega128A1Uの機能への
容易なｱｸｾｽを提供し、独自設計でﾃﾞﾊﾞｲｽを統合する方法を説明します。

Xplained Pro MCU系評価ｷｯﾄは基板上の組み込みﾃﾞﾊﾞｯｶﾞを含み、ATxmega128A1Uのﾌﾟﾛｸﾞ
ﾗﾐﾝｸﾞとﾃﾞﾊﾞｯｸﾞに外部ﾂｰﾙが必要ありません。

Xplained Pro拡張ｷｯﾄは基板の機能を拡張するための追加周辺機能を提供し、独自設計の開
発を容易にします。
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1. 序説

1.1. 特徴

・ Atmel ATxmega128A1Uﾏｲｸﾛ ｺﾝﾄﾛｰﾗ
・ 組み込みﾃﾞﾊﾞｯｶﾞ (EDBG)
 - USBｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ
 - PDIを通した基板上のXEMGA®のﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞとﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ
 - UARTを経由する目的対象への仮想COMﾎﾟｰﾄ ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ
 - USARTとTWIを経由する目的対象へのAtmelﾃﾞｰﾀ中継器ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ(DGI:Data Gateway Interface)
 - 符号計測のために目的対象へ接続された4つの汎用入出力
・ ﾃﾞｼﾞﾀﾙ入出力
 - 2つの機械的な釦 (使用者とﾘｾｯﾄ用の釦)
 - 1つの使用者LED
 - 3つの拡張ﾍｯﾀﾞ
 - Xplained Pro LCD拡張ｺﾈｸﾀ
・ 3つの可能な電源
 - 外部電力
 - 組み込みﾃﾞﾊﾞｯｶﾞUSB
 - 目的対象USB
・ 32kHzｸﾘｽﾀﾙ
・ 外部512KﾊﾞｲﾄSRAM
・ 装置動作USBｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ

1.2. ｷｯﾄ概要

Atmel XMEGA A1U Xplained Pro評価ｷｯﾄはAtmel ATxmega128A1Uを評価するためのﾊｰﾄﾞｳｪｱ基盤です。

このｷｯﾄは正しい方法でのXMEGA周辺機能の使用開始と、それら独自の設計でﾃﾞﾊﾞｲｽを統合する方法の理解をATxmega128A1U
使用者に許す機能一式を提供します。

図1-1. XMEGA A1U Xplained Pro評価ｷｯﾄ概要

電流測定ﾍｯﾀﾞ
目的対象USB

使用者釦 SW0
ﾘｾｯﾄ釦

ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞUSB

使用者 LED0
電源ﾍｯﾀﾞ

ATxmega128A1U
拡張1ﾍｯﾀﾞ

32.768kHzｸﾘｽﾀﾙ

SRAM用ﾗｯﾁ

外部SRAM
拡張2ﾍｯﾀﾞ

LCDｺﾈｸﾀ

予備信号ﾍｯﾀﾞ

拡張3ﾍｯﾀﾞ
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2. 開始に際して

2.1. Xplained Pro即時開始

Atmel Xplained Pro基盤の探索を始めるための以下の段階:

 1. Atmel Studioをﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞしてｲﾝｽﾄｰﾙしてください。

 2. Atmel Studioを開始してください。

 3. (標準A-ﾏｲｸﾛBまたはﾏｲｸﾛA/Bの)USBｹｰﾌﾞﾙをｷｯﾄのDEBUG USBﾎﾟｰﾄとPC間に接続してください。

Xplained Pro MCUｷｯﾄがｺﾝﾋﾟｭｰﾀへ最初に接続される時に、ｵﾍﾟﾚｰﾃｨﾝｸﾞ ｼｽﾃﾑはﾄﾞﾗｲﾊﾞ ｿﾌﾄｳｪｱのｲﾝｽﾄｰﾙを実行します。ﾄﾞﾗｲﾊﾞ 
ﾌｧｲﾙは32ﾋﾞｯﾄと64ﾋﾞｯﾄの両版のMicrosoft® Windows® XP、Windows Vista®、Windows 7、Windows 8、Windows 10とWindows Server 
2012を支援します。

一旦Xplained Pro MCU基板が給電されると、緑の電源LEDが点灯し、Atmel Studioは接続されたXplained Pro MCUと拡張基板を自
動検出します。Atmel Studioはﾃﾞｰﾀｼｰﾄとｷｯﾄ資料のような関連情報を提供します。Atmel Studioでｷｯﾄが載っている頁はｷｯﾄ用の
Atmelｿﾌﾄｳｪｱ枠組み(ASF:Atmel Software Framework)例応用を開始する任意選択も持ちます。XMEGA A1Uﾃﾞﾊﾞｲｽは基板上の組
み込みﾃﾞﾊﾞｯｶﾞによってﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞとﾃﾞﾊﾞｯｸﾞを行われ、故に外部の書き込み器やﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ ﾂｰﾙが必要とされません。

2.2. 設計資料と関連ﾘﾝｸ

以下の一覧はXMEGA A1U Xplained Proに対して最も関連する資料とｿﾌﾄｳｪｱへのﾘﾝｸを含みます。

・ Xplained Pro製品 - Atmel Xplained評価ｷｯﾄはAtmelﾏｲｸﾛ ｺﾝﾄﾛｰﾗと他のAtmel製品用の使用が容易な評価ｷｯﾄの系列です。少
ﾋﾟﾝ数ﾃﾞﾊﾞｲｽについてはXplained Nano系列が目的対象ﾏｲｸﾛ ｺﾝﾄﾛｰﾗの全入出力ﾋﾟﾝへのｱｸｾｽと共に単純
簡素な解決策を提供します。Xplained Miniｷｯﾄは中ﾋﾟﾝ数ﾃﾞﾊﾞｲｽ用で、Arduino Uno互換ﾍｯﾀﾞ用基板ﾊﾟﾀｰﾝと
試作領域を加えます。Xplained Proｷｯﾄは中/多ﾋﾟﾝ数ﾃﾞﾊﾞｲｽ用で、これらは進化したﾃﾞﾊﾞｯｸﾞと周辺機能に対
する標準化された拡張が特徴です。これらのｷｯﾄの全ては各種Atmel製品の機能と能力の評価と実演のため
の安価な基板の組を作成する基板上の書き込み器/ﾃﾞﾊﾞｯｶﾞを待ちます。

・ Atmel Studio - Atmelﾏｲｸﾛ ｺﾝﾄﾛｰﾗ用のC/C++とｱｾﾝﾌﾞﾘ言語開発用の無料Atmel IDE

・ Atmel試供品商店(sample store) - ﾃﾞﾊﾞｲｽの試供品を注文することができるAtmel sample store

・ EDBG使用者の手引き - 基板上組み込みﾃﾞﾊﾞｯｶﾞについてより多くの情報を含む使用者の手引き

・ Atmel AVR®用IAR Embedded Workbench® - これは8ﾋﾞｯﾄAVRに対して利用可能な商用C/C++ｺﾝﾊﾟｲﾗです。30日評価版だけで
なく、それらのｳｪﾌﾞｻｲﾄから入手可能な4Kﾊﾞｲﾄ ｺｰﾄﾞ量制限された初回開始版もあり

ます。

・ Atmelﾃﾞｰﾀ可視器 - Atmelﾃﾞｰﾀ可視器(Data Visualizer)はﾃﾞｰﾀを処理して可視化するのに使われるﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑです。ﾃﾞｰﾀ可視器は
Xplained Pro基板で見つかる組み込みﾃﾞﾊﾞｯｶﾞ ﾃﾞｰﾀ中継器とCOMﾎﾟｰﾄのような様々な供給元からﾃﾞｰﾀを受
け取ることができます。

・ 設計資料 - CADｿｰｽ、回路図、部品表、組立図、3D図、各層図などを含む一括

・ PDF形式でのﾊｰﾄﾞｳｪｱ使用者の手引き - この使用者の手引きのPDF版

・ AtmelｳｪﾌﾞｻｲﾄでのXMEGA A1U Xplained Pro - Atmelｳｪﾌﾞｻｲﾄ ﾘﾝｸ

3. Xplained Pro
Xplained Proは完全なAtmelﾏｲｸﾛ ｺﾝﾄﾛｰﾗの体験を提供する評価基盤です。この基盤はAtmelｿﾌﾄｳｪｱ枠組み(ASF:Atmel Software 
Framework)ﾄﾞﾗｲﾊﾞと実演ｺｰﾄﾞを持ち、ﾃﾞｰﾀの流れやより多くを支援するAtmel Studioに統合されるﾏｲｸﾛ ｺﾝﾄﾛｰﾗ(MCU)基板と拡張
基板の一連の系統から成ります。Xplained Pro MCU基板は標準化されたﾍｯﾀﾞとｺﾈｸﾀの一式を通して接続される広範囲なXplained 
Pro拡張基板を支援します。各拡張基板はXplained Pro MCU基板にどの基板が接続されたかを一意に識別するために識別(ID)ﾁｯ
ﾌﾟを持ちます。この情報はAtmel Studioを通して関連する使用者の手引き、応用記述、ﾃﾞｰﾀｼｰﾄ、ｺｰﾄﾞ例を提供するのに使われま
す。

3.1. 組み込みﾃﾞﾊﾞｯｶﾞ

XMEGA A1U Xplained Proは基板上ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞのためのAtmel組み込みﾃﾞﾊﾞｯｶﾞ(EDBG:Embedded DeBuGger)を含みます。EDBGはﾃﾞ
ﾊﾞｯｶﾞ、仮想COMﾎﾟｰﾄ、ﾃﾞｰﾀ中継器ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ(DGI:Data Gateway Interface)の3つのｲﾝﾀｰﾌｪｰｽのUSB複合装置です。

Atmel Studioとで、EDBGﾃﾞﾊﾞｯｶﾞ ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽはATxmega128A1Uのﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞとﾃﾞﾊﾞｯｸﾞを行えます。XMEGA A1U Xplained Pro上
ではPDIｲﾝﾀｰﾌｪｰｽがEDBGとATxmega128A1U間に接続されます。

仮想COMﾎﾟｰﾄはATxmega128A1U上のUARTに接続され、端末ｿﾌﾄｳｪｱを通して目的対象応用と通信する容易な方法を提供しま
す。これは可変ﾎﾞｰﾚｰﾄ、ﾊﾟﾘﾃｨ、停止ﾋﾞｯﾄの設定を提供します。ATxmega128A1Uでの設定が端末ｿﾌﾄｳｪｱで与えられた設定と合っ
ていなければならないことに注意してください。

情報: EDBGの仮想COMﾎﾟｰﾄはATxmega128A1Uに接続されたUARTﾋﾟﾝを許可するために、ﾃﾞｰﾀ端末準備可(DTR:Data 
Ter minal Ready)信号を設定するための端末ｿﾌﾄｳｪｱが必要です。DTR信号が許可されなければ、EDBGのUARTﾋﾟﾝは
CO Mﾎﾟｰﾄの使用不可を表すHigh-Z(ﾄﾗｲｽﾃｰﾄ)に保たれます。DTR信号はいくつかの端末ｿﾌﾄｳｪｱで自動的に設定さ
れますが、端末に於いて手動で許可されなければならないかもしれません。

http://www.atmel.com/tools/atmelstudio.aspx
http://www.atmel.com/XplainedPro
http://www.atmel.com/tools/atmelstudio.aspx
http://www.atmel.com/system/samplesstore
http://www.atmel.com/Images/Atmel-42096-Microcontrollers-Embedded-Debugger_User-Guide.pdf
https://www.iar.com/iar-embedded-workbench/atmel/avr/
https://gallery.atmel.com/Products/Details/5aa847a5-3d28-4486-91ad-c7a2945d31f2
http://www.atmel.com/Images/Atmel-42211-XMEGA-A1U-Xplained-Pro_User-Guide.zip
http://www.atmel.com/Images/Atmel-42211-XMEGA-A1U-Xplained-Pro_User-Guide.pdf
http://www.atmel.com/tools/ATXMEGAA1U-XPRO.aspx
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DGIはﾎｽﾄ ｺﾝﾋﾟｭｰﾀとの通信のための様々な物理的ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽから成ります。ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ上の通信は双方向です。これはATxmega 
128A1Uからの事象や値を送ったり、一般的なprintf形式のﾃﾞｰﾀ ﾁｬﾈﾙとして使うことができます。ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ上の通行は事象のより
正確な追跡のためにEDBGで時刻印を行うことができます。この時刻印が最大単位処理量を減らす間接的負荷を課すことに注意し
てください。DGIを通るﾃﾞｰﾀを送受信するのにAtmelﾃﾞｰﾀ可視器(Data Visualizer)が使われます。

EDBGはXMEGA A1U Xplained Pro上の電源LEDと状態LEDの2つのLEDを制御します。下表は各種動作形態でLEDがどう制御さ
れるかを示します。

表3-1. EDBG LED制御

動作形態 電源LED 状態LED

通常動作
電源LEDは基板に電力が印加された時に
点灯

活動表示器のLEDはEDBGへの何れかの
通信が起こる時に瞬間点灯

ﾌﾞｰﾄﾛｰﾀﾞ動作 (ｱｲﾄﾞﾙ) 電源LEDと状態LEDは同時に点滅します。

ﾌﾞｰﾄﾛｰﾀﾞ動作 (ﾌｧｰﾑｳｪｱ格上げ更新) 電源LEDと状態LEDは交互形式で点滅します。

EDBGの更なる資料についてはEDBG使用者の手引きをご覧ください。

3.2. ﾊｰﾄﾞｳｪｱ識別ｼｽﾃﾑ

全てのXplained Pro互換拡張基板は実装されたAtmel ATSHA204暗号認証(CryptoAuthentication™)ﾁｯﾌﾟを持ちます。このﾁｯﾌﾟはそ
れの名前といくつかの追加ﾃﾞｰﾀでその拡張を識別する情報を含みます。Xplained Pro拡張がXplain Pro MCU基板に接続される時
に、この情報が読まれてAtmel Studioへ送られます。Atmel Sudioと共にｲﾝｽﾄｰﾙされたAtmelｷｯﾄ拡張は関連する情報、ｺｰﾄﾞ例、そし
て関連資料へのﾘﾝｸを与えます。下表は内容例と共にこのIDﾁｯﾌﾟに格納されるﾃﾞｰﾀ領域を示します。

表3-2. Xplained Pro IDﾁｯﾌﾟ内容

ﾃﾞｰﾀ領域 ﾃﾞｰﾀ形式 内容例

製造業者(Manufacturer) ASCII文字列 Atmel'\0'

製品名(Product Name) ASCII文字列 Segment LCD1 Xplained Pro'\0'

製品改訂(Product Revision) ASCII文字列 02'\0'

製品通番(Product Serial Number) ASCII文字列 1774020200000010’\0’

最小電圧(Minimum Voltage) [mV] uint16_t 3000

最大電圧(Maximum Voltage) [mV] uint16_t 3600

最大電流(Maximum Current) [mA] uint16_t 30

3.3. 電源

XMEGA A1U Xplained Proｷｯﾄは下表で一覧にされるような様々な電源によって給電することができます。

表3-3. XMEGA A1U Xplaiend Pro用電源

電源入力 電流必要条件電圧必要条件 ｺﾈｸﾀ印

外部電源
USBﾎｽﾄ動作用に5V±2%(±100mV)。USBﾎ
ｽﾄ動作が不要の場合は4.3～5.5V

最小推奨は接続されるUSB装置と基板自
身に充分な電流を提供し得る1Aです。最
大推奨は入力保護最大電流仕様のため、
2Aです。

PWR

組み込みﾃﾞﾊﾞｯｶﾞUSB (USB仕様に従って) 4.4～5.25V (USB仕様に従って) 500mA DEBUG USB

目的対象USB (USB仕様に従って) 4.4～5.25V (USB仕様に従って) 500mA TARGET USB

このｷｯﾄは自動的にどの電源が利用可能かを検知して以下の優先権に従って使うものを選びます。

 1. 外部電源

 2. 組み込みﾃﾞﾊﾞｯｶﾞUSB

 3. 目的対象USB

情報: 可能な拡張基板と基板の給電にUSBｺﾈｸﾀからの500mAが充分でない時に外部電源が必要とされます。USBﾎｽﾄ応用
で接続されたUSB装置がこの限度を容易に超えるかもしれません。

3.4. Xplained Proのﾍｯﾀﾞとｺﾈｸﾀ

3.4.1. Xplained Pro標準拡張ﾍｯﾀﾞ

全てのXplained Proｷｯﾄは1つまたはより多くの2列20ﾋﾟﾝ100milの拡張ﾍｯﾀﾞを持ちます。Xplained Pro MCU基板は雄ﾈｯﾀﾞを持ち、一
方Xplained Pro拡張はそれらの雌対応部品を持ちます。全てのﾋﾟﾝが常に接続される訳ではないことに注意してください。接続された
全てのﾋﾟﾝは次表で定義されるﾋﾟﾝ配列記述に従います。

http://www.atmel.com/Images/Atmel-42096-Microcontrollers-Embedded-Debugger_User-Guide.pdf
https://gallery.atmel.com/Products/Details/5aa847a5-3d28-4486-91ad-c7a2945d31f2
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拡張ﾍｯﾀﾞは様々なXPlained Pro拡張をXplained Pro MCU基板へ接続する、またはXplained Pro MCU基板上の目的対象MCUﾋﾟﾝに
直接入出力するのに使うことができます。

表3-4. Xplained Pro標準拡張ﾍｯﾀﾞ

ﾋﾟﾝ番号 ﾋﾟﾝ名 説明

1 ID 拡張基板上のIDﾁｯﾌﾟへの通信線

2 GND 接地

3 ADC(+) A/D変換器、或いは差動A/D変換の正入力部

4 ADC(-) A/D変換器、或いは差動A/D変換の負入力部

5 GPIO1 汎用入出力

6 GPIO2 汎用入出力

7 PWM(+) ﾊﾟﾙｽ幅変調、或いは差動PWMの正出力部

8 PWM(-) ﾊﾟﾙｽ幅変調、或いは差動PWMの負出力部

9 IRQ/GPIO 割り込み要求線/汎用入出力

10 SPI_SS_B/GPIO SPI用従装置選択/汎用入出力

11 I2C_SDA I2Cｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ用ﾃﾞｰﾀ線。常に実装、ﾊﾞｽ形式

12 I2C_SCL I2Cｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ用ｸﾛｯｸ線。常に実装、ﾊﾞｽ形式

13 UART_RX 目的対象ﾃﾞﾊﾞｲｽのUARTの受信線

14 UART_TX 目的対象ﾃﾞﾊﾞｲｽのUARTの送信線

15 SPI_SS_A SPI用従装置選択。できれば唯一であるべき

16 SPI_MOSI 直列周辺ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ(SPI)の主装置出力従装置入力線。常に実装、ﾊﾞｽ形式

17 SPI_MISO 直列周辺ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ(SPI)の主装置入力従装置出力線。常に実装、ﾊﾞｽ形式

18 SPI_SCK 直列周辺ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ(SPI)用ｸﾛｯｸ。常に実装、ﾊﾞｽ形式

19 GND 接地

20 VCC 拡張基板用電源

3.4.2. Xplained Pro LCD拡張ｺﾈｸﾀ

LCDｺﾈｸﾀは並列ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽを持つ表示器拡張へ接続することができる能力を提供します。このｺﾈｸﾀは並列ﾊﾞｽ ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽとLCD
制御器ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ用の信号だけでなく接触制御器用の信号も実装します。ｺﾈｸﾀﾋﾟﾝ配列定義は表3-5.で示されます。一般的に
LCD制御器かMCUﾊﾞｽ ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽのどちらか1つの表示器ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽだけが実装されることに注意してください。

50ﾋﾟﾝで0.5mmﾋﾟｯﾁのFPC/FFCｺﾈｸﾀがLCDｺﾈｸﾀに使われます。OMRONからのXF2M-5015-1Aｺﾈｸﾀは様々なXplained Pro設計
で使われ、参照基準として使われ得ます。

表3-5. Xplained Pro LCDｺﾈｸﾀ

ﾋﾟﾝ番号 ﾋﾟﾝ名 RGBｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ説明 MCUｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ説明

1 ID 拡張基板上のIDﾁｯﾌﾟへの通信線

2 GND 接地

3 D0 ﾃﾞｰﾀ線

4 D1 ﾃﾞｰﾀ線

5 D2 ﾃﾞｰﾀ線

6 D3 ﾃﾞｰﾀ線

7 GND 接地

8 D4 ﾃﾞｰﾀ線

9 D5 ﾃﾞｰﾀ線

10 D6 ﾃﾞｰﾀ線

11 D7 ﾃﾞｰﾀ線

12 GND 接地

13 D8 ﾃﾞｰﾀ線

14 D9 ﾃﾞｰﾀ線

15 D10 ﾃﾞｰﾀ線

16 D11 ﾃﾞｰﾀ線

17 GND 接地

18 D12 ﾃﾞｰﾀ線

次頁へ続く
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表3-5 (続き). Xplained Pro LCDｺﾈｸﾀ

ﾋﾟﾝ番号 ﾋﾟﾝ名 RGBｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ説明 MCUｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ説明

19 D13 ﾃﾞｰﾀ線

20 D14 接地

21 D15 ﾃﾞｰﾀ線

22 GND 接地

23 D16 ﾃﾞｰﾀ線

24 D17 ﾃﾞｰﾀ線

25 D18 ﾃﾞｰﾀ線

26 D19 ﾃﾞｰﾀ線

27 GND 接地

28 D20 ﾃﾞｰﾀ線

29 D21 ﾃﾞｰﾀ線

30 D22 ﾃﾞｰﾀ線

31 D23 ﾃﾞｰﾀ線

32 GND 接地

33
PCLK/

CMD DATA SEL
ﾋﾟｸｾﾙ ｸﾛｯｸ

表示RAM選択。ﾚｼﾞｽﾀかﾃﾞｰﾀ ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽのど
ちらかを選ぶことが可能な表示器に対するMCU
の1つのｱﾄﾞﾚｽ線。

34 VSINC/CS 垂直同期 ﾁｯﾌﾟ選択

35 HSYNC/WE 水平同期 書き込み許可信号

36
DATA ENABLE/

RE
ﾃﾞｰﾀ許可信号 読み込み許可信号

37 SPI SCK 直列周辺機能ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ用ｸﾛｯｸ

38 SPI MOSI 直列周辺機能ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ用主装置出力従装置入力

39 SPI MISO 直列周辺機能ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ用主装置入力従装置出力

40 SPI SS 直列周辺機能ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ用従装置選択。専用ﾋﾟﾝが望ましい。

41 ENABLE 表示器許可

42 I2C SDA I2C ﾃﾞｰﾀ

43 I2C SCL I2C ｸﾛｯｸ

44 IRQ1 割り込み1

45 IRQ2 割り込み2

46 PWM 背面照明制御

47 RESET 拡張ﾘｾｯﾄ

48 VCC 拡張基板用3.3V電源

49 VCC 拡張基板用3.3V電源

50 GND 接地

3.4.3. Xplained Pro電源ﾍｯﾀﾞ

電源ﾍｯﾀﾞは外部電源をXMEGA A1U Xplained Proｷｯﾄへ接続するのに使うことができます。このｷｯﾄは供給された場合に自動的に検
出してどの外部電源へも切り替えます。電源ﾍｯﾀﾞは外部周辺機能や拡張基板のための供給としても使うことができます。3.3Vﾋﾟﾝ使
用時に基板上の調整器の総電流制限を超えないように注意が払われなければなりません。

表3-6. Xplained Pro電源ﾍｯﾀﾞ

ﾋﾟﾝ番号 ﾋﾟﾝ名 説明

1 VEXT_P5V0 外部5V入力

2 GND 接地

3 VCC_P5V0 非安定化5V (出力、入力元の1つからの配給)

4 VCC_P3V3 安定化3.3V (出力、ｷｯﾄ用の主電源として使用)
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4. ﾊｰﾄﾞｳｪｱ使用者の手引き

4.1. ｺﾈｸﾀ

本章はXMEGA A1U Xplained Proの関連ｺﾈｸﾀとﾍｯﾀﾞの実装とATxmega128A1Uへのそれらの接続を記述します。本章内の接続の
表はどの信号がﾍｯﾀﾞと基板上機能で共用されるのかも記述します。

4.1.1. Xplained Pro標準拡張ﾍｯﾀﾞ

XMEGA A1U Xplained ProﾍｯﾀﾞのEXT1,EXT2,EXT3は、例えば基板に拡張基板を接続することにより、基板を拡張するためにﾏｲｸﾛ 
ｺﾝﾄﾛｰﾗのI/Oへの入出力を提供します。これらのﾍｯﾀﾞは「Xplained Pro標準拡張ﾍｯﾀﾞ」で詳述される標準拡張ﾍｯﾀﾞに全て従います。
全てのﾍｯﾀﾞは2.54mm(100mil)の間隔を持ちます。

表4-1. EXT1拡張ﾍｯﾀﾞ

EXT1ﾋﾟﾝ 機能XMEGAﾋﾟﾝ 共用機能

 1 [ID] - - 拡張基板上のIDﾁｯﾌﾟへの通信線

 2 [GND] - - 接地 (GND)

 3 [ADC(+)] PA0 ADCA0 (GAINPOS) 代替信号ﾍｯﾀﾞ

 4 [ADC(-)] PA4 ADCA4 (GAINNEG)

 5 [GPIO1] PE6 GPIO

 6 [GPIO2] PE7 GPIO 代替信号ﾍｯﾀﾞ

 7 [PWM(+)] PE1 TCC0 OC0B

 8 [PWM(-)] PE0 TCC0 OC0A

 9 [IRQ/GPIO] PR0 GPIO

10 [SPI_SS_B/GPIO] PR1 GPIO

11 [TWI_SDA] PC0 TWIC SDA EDBGとLCDｺﾈｸﾀ

12 [TWI_SCL] PC1 TWIC SCL EDBGとLCDｺﾈｸﾀ

13 [USART_RX] PC2 USARTC0 RXD0

14 [USART_TX] PC3 USARTC0 TXD0

15 [SPI_SS_A] PC4 SPIC SS

16 [SPI_MOSI] PC5 SPIC MOSI EXT2/3とLCDｺﾈｸﾀ

17 [SPI_MISO] PC6 SPIC MISO EXT2/3、LCDｺﾈｸﾀ、代替信号ﾍｯﾀﾞ

18 [SPI_SCK] PC7 SPIC SCK EXT2/3、LCDｺﾈｸﾀ、代替信号ﾍｯﾀﾞ

19 [GND] - - 接地 (GND)

20 [VCC] - - 電源 (VCC)
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表4-2. EXT2拡張ﾍｯﾀﾞ

EXT2ﾋﾟﾝ 機能XMEGAﾋﾟﾝ 共用機能

 1 [ID] - - 拡張基板上のIDﾁｯﾌﾟへの通信線

 2 [GND] - - 接地 (GND)

 3 [ADC(+)] PA1 ADCA1 (GAINPOS)

 4 [ADC(-)] PA6 ADCA6 (GAINNEG) 代替信号ﾍｯﾀﾞ

 5 [GPIO1] PB4 GPIO

 6 [GPIO2] PB5 GPIO

 7 [PWM(+)] PE5 TCE1 OC1B

 8 [PWM(-)] PE4 TCE1 OC1A

 9 [IRQ/GPIO] PB6 GPIO 代替信号ﾍｯﾀﾞ

10 [SPI_SS_B/GPIO] PB7 GPIO 代替信号ﾍｯﾀﾞ

11 [TWI_SDA] PF0 TWIF SDA EXT3

12 [TWI_SCL] PF1 TWIF SCL EXT3

13 [USART_RX] PF2 USARTF0 RXD0

14 [USART_TX] PF3 USARTF0 TXD0

15 [SPI_SS_A] PF4 GPIO

16 [SPI_MOSI] PC5 SPIC MOSI EXT1/3とLCDｺﾈｸﾀ

17 [SPI_MISO] PC6 SPIC MISO EXT1/3、LCDｺﾈｸﾀ、代替信号ﾍｯﾀﾞ

18 [SPI_SCK] PC7 SPIC SCK EXT1/3、LCDｺﾈｸﾀ、代替信号ﾍｯﾀﾞ

19 [GND] - - 接地 (GND)

20 [VCC] - - 電源 (VCC)

表4-3. EXT3拡張ﾍｯﾀﾞ

EXT3ﾋﾟﾝ 機能XMEGAﾋﾟﾝ 共用機能

 1 [ID] - - 拡張基板上のIDﾁｯﾌﾟへの通信線

 2 [GND] - - 接地 (GND)

 3 [ADC(+)] PA3 ADCA3 (GAINPOS)

 4 [ADC(-)] PA7 ADCA7 (GAINNEG) 代替信号ﾍｯﾀﾞ

 5 [GPIO1] PK0 GPIO

 6 [GPIO2] PK1 GPIO

 7 [PWM(+)] PD5 TCD1 OC1B

 8 [PWM(-)] PD4 TCD1 OC1A

 9 [IRQ/GPIO] PK2 GPIO

10 [SPI_SS_B/GPIO] PK3 GPIO

11 [TWI_SDA] PF0 TWIF SDA EXT2

12 [TWI_SCL] PF1 TWIF SCL EXT2

13 [USART_RX] PF6 USARTF1 RXD1

14 [USART_TX] PF7 USARTF1 TXD1

15 [SPI_SS_A] PD0 GPIO

16 [SPI_MOSI] PC5 SPIC MOSI EXT1/2/とLCDｺﾈｸﾀ

17 [SPI_MISO] PC6 SPIC MISO EXT1/2、LCDｺﾈｸﾀ、代替信号ﾍｯﾀﾞ

18 [SPI_SCK] PC7 SPIC SCK EXT1/2、LCDｺﾈｸﾀ、代替信号ﾍｯﾀﾞ

19 [GND] - - 接地 (GND)

20 [VCC] - - 電源 (VCC)
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4.1.2. LCD拡張ｺﾈｸﾀ

EXT4拡張ｺﾈｸﾀはLCD表示器用の特別なｺﾈｸﾀです。物理的なｺﾈｸﾀはTE Connectivity製の5-1734839-0 FPCｺﾈｸﾀです。

表4-4. EXT4 LCD表示器ｺﾈｸﾀ

EXT4ﾋﾟﾝ 機能XMEGAﾋﾟﾝ 共用機能

 1 [ID] - - 拡張基板上のIDﾁｯﾌﾟへの通信線

 2 [GND] - - 接地 (GND)

 3 [D0] PJ0 D0 SRAM

 4 [D1] PJ1 D1 SRAM

 5 [D2] PJ2 D2 SRAM

 6 [D3] PJ3 D3 SRAM

 7 [GND] - - 接地 (GND)

 8 [D4] PJ4 D4 SRAM

 9 [D5] PJ5 D5 SRAM

10 [D6] PJ6 D6 SRAM

11 [D7] PJ7 D7 SRAM

12 [GND] - - 接地 (GND)

13 [D8] - -

14 [D9] - -

15 [D10] - -

16 [D11] - -

接地 (GND)17 [GND] - -

18 [D12] - -

19 [D13] - -

20 [D14] - -

21 [D15] - -

22 [GND] - - 接地 (GND)

23 [D16] - -

24 [D17] - -

25 [D18] - -

26 [D19] - -

27 [GND] - - 接地 (GND)

28 [D20] - -

29 [D21] - -

30 [D22] - -

31 [D23] - -

32 [GND] - - 接地 (GND)

33 [PCLK/CMD_DATA_SEL] PJ0 ALE1 (注) A0 SRAM

34 [VSINC/CS] PH7 EBI CS3

35 [HSYNC/WE] PH0 EBI NWE SRAM

36 [DATA ENABLE/RE] PH1 EBI NRD SRAM

37 [SPI SCK] PC7 SPIC SCK EXT1/2/3/と代替信号ﾍｯﾀﾞ

38 [SPI MOSI] PC5 SPIC MOSI EXT1/2/3

39 [SPI MISO] PC6 SPIC MISO EXT1/2/3/と代替信号ﾍｯﾀﾞ

40 [SPI SS] PB1 GPIO

41 [DISP ENABLE] PK5 GPIO EDBG DGI

42 [TWI SDA] PC0 TWIC SDA EXT1とEDBG

43 [TWI SCL] PC1 TWIC SCL EXT1とEDBG

44 [IRQ1] PK4 GPIO EDBG DGI

45 [IRQ2] PK6 GPIO EDBG DGI

46 [PWM] PF5 TCF1 OC1B

次頁へ続く
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表4-4 (続き). EXT4 LCD表示器ｺﾈｸﾀ

EXT4ﾋﾟﾝ 機能XMEGAﾋﾟﾝ 共用機能

47 [RESET] PA5 GPIO

48 [VCC] - VCC_P3V3 電源 (VCC)

49 [VCC] - VCC_P3V3 電源 (VCC)

50 [GND] - GND 接地 (GND)

注: ALE1ﾗｯﾁを通して接続されます。

4.1.3. その他のﾍｯﾀﾞ

Xplained Pro標準拡張ﾍｯﾀﾞに加えて、XMEGA A1U Xpl 
ained Proは他の場所で容易に利用可能でないか、また
は共に集合された物を持つことが好都合であるかもしれ
ないﾏｲｸﾛ ｺﾝﾄﾛｰﾗのI/Oへの入出力を提供する予備信
号を持つ1つの追加ﾍｯﾀﾞを持ちます。このﾍｯﾀﾞは2.54 
mm(100mil)の間隔を持ちます。

表4-5. 代替信号ﾍｯﾀﾞ

ﾋﾟﾝ番号 機能XMEGAﾋﾟﾝ 共用機能

1 PA0 AREFA EXT1

2 PB0 AREFB

EXT3

3 PB2 ADCB0

4 PB3 DACB1

5 PA7 ACA0OUT

6 PA6 ACA1OUT EXT2

7 PB7 ACB0OUT EXT2

8 PB6 ACB1OUT EXT2

9 PC6 CLOCKOUT (SRC) EXT1/2/3/とLCDｸﾈｸﾀ

10 PC7 CLOCKOUT (PER) EXT1/2/3/とLCDｸﾈｸﾀ

11 PE7 ECOUT EXT1

12 - - 接地 (GND)

4.1.4. 電流測定ﾍｯﾀﾞ

MCU電流測定(MCU current measurement)と記されたL型1×2ﾋﾟﾝ100milﾍｯﾀﾞはXMEGA A1U Xplained Preの上辺に置かれます。
ATxmega128A1Uへの全ての電力がこのﾍｯﾀﾞを通って配線されます。ﾃﾞﾊﾞｲｽの電力消費を測定するにはｼﾞｬﾝﾊﾟを取り外してそれを
電流計で置き換えてください。

注意: ｷｯﾄが給電されている間にこのﾋﾟﾝ ﾍｯﾀﾞからｼﾞｬﾝﾊﾟを取り外すことは、ATxmega128A1Uにそれの入出力ﾋﾟﾝを通して給
電させるかもしれません。これはﾃﾞﾊﾞｲｽに定常的な障害を引き起こすかもしれません。

4.2. 周辺機器

4.2.1. ｸﾘｽﾀﾙ

XMEGA A1U Xplained ProｷｯﾄはXMEGAﾃﾞﾊﾞｲｽ用のｸﾛｯｸ元として使うことができる1
つのｸﾘｽﾀﾙを含みます。このｸﾘｽﾀﾙは発振器の安全率を測定するのに使うことがで
き、その傍の切断ｼﾞｬﾝﾊﾟ点を持ちます。これはｼﾞｬﾝﾊﾟ点を切断してｼﾞｬﾝﾊﾟを渡る抵
抗器を追加することによって行われます。発振器の公差と安全率についての情報は
AVR4100応用記述で得られます。

表4-6. 外部32.768kHzｸﾙｽﾀﾙ

XMEGAﾋﾟﾝ 機能

PC6 XIN32 (TOSC1)

PC7 XOUT32 (TOSC2)

4.2.2. 機械的な釦

XMEGA A1U Xplained Proは2つの機械的な釦を含みます。1つの釦はXMEGAのﾘ
ｾｯﾄ線に接続されたRESET釦で、他方は一般的な使用者構成設定可能な釦です。釦
押下時にその入出力線をGNDに駆動します。

表4-7. 機械的な釦

XMEGAﾋﾟﾝ ｼﾙｸ文字

RESET/PDI_CLK RESET

PQ2 SW0

4.2.3. LED

ONとOFFに切り替えることができるXMEGA A1U Xplained Pro基板上で利用可能な1
つの黄色LEDがあります。このLEDは接続された入出力線をGNDに駆動することに
よって活性に(点灯)することができます。

表4-10. LED接続

XMEGAﾋﾟﾝ LED

PQ3 黄LED0

http://www.atmel.com/images/doc8333.pdf
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4.2.4. USB

XMEGA A1U Xplained ProはXMEGA A1U USB装置単位部で使うためのﾏｲｸﾛUSBﾚ
ｾﾌﾟﾀｸﾙを持ちます。USBｹｰﾌﾞﾙが接続された時を検出できるように、ｺﾈｸﾀ上のVBUS
電圧を検出するのに汎用入出力(GPIO)が使われます。

表4-9. USB接続

XMEGAﾋﾟﾝ USB

PA2 VBUS検出

PD6 USB D-

PD7 USB D+

4.2.5. SRAM

XMEGA A1U Xplained Proは2ﾎﾟｰﾄEBI動作でXMEGAを構成設定するためのﾗｯﾁを持つSRAMが特徴です。この動作ではｱﾄﾞﾚｽ ﾊﾞ
ｲﾄの0と1がﾃﾞｰﾀ ﾊﾞｲﾄ0と共用されます。

表4-10. SRAM接続

XMEGAﾋﾟﾝ XMEGAﾋﾟﾝSRAM SRAM

PJ0 D0 (ﾃﾞｰﾀ) ALE2ﾗｯﾁを通してPJ0 A8 (ｱﾄﾞﾚｽ)

PJ1 D1 (ﾃﾞｰﾀ) ALE2ﾗｯﾁを通してPJ1 A9 (ｱﾄﾞﾚｽ)

PJ2 D2 (ﾃﾞｰﾀ) ALE2ﾗｯﾁを通してPJ2 A10 (ｱﾄﾞﾚｽ)

PJ3 D3 (ﾃﾞｰﾀ) ALE2ﾗｯﾁを通してPJ3 A11 (ｱﾄﾞﾚｽ)

PJ4 D4 (ﾃﾞｰﾀ) ALE2ﾗｯﾁを通してPJ4 A12 (ｱﾄﾞﾚｽ)

PJ5 D5 (ﾃﾞｰﾀ) ALE2ﾗｯﾁを通してPJ5 A13 (ｱﾄﾞﾚｽ)

PJ6 D6 (ﾃﾞｰﾀ) ALE2ﾗｯﾁを通してPJ6 A14 (ｱﾄﾞﾚｽ)

PJ7 D7 (ﾃﾞｰﾀ) ALE2ﾗｯﾁを通してPJ7 A15 (ｱﾄﾞﾚｽ)

ALE1ﾗｯﾁを通してPJ0 A0 (ｱﾄﾞﾚｽ) PH4 A16 (ｱﾄﾞﾚｽ)

ALE1ﾗｯﾁを通してPJ1 A1 (ｱﾄﾞﾚｽ) PH5 A17 (ｱﾄﾞﾚｽ)

ALE1ﾗｯﾁを通してPJ2 A2 (ｱﾄﾞﾚｽ) PK7 A18 (ｱﾄﾞﾚｽ)

ALE1ﾗｯﾁを通してPJ3 A3 (ｱﾄﾞﾚｽ) PH2 ALE1 (ｱﾄﾞﾚｽ ﾗｯﾁ許可1)

ALE1ﾗｯﾁを通してPJ4 A4 (ｱﾄﾞﾚｽ) PH3 ALE2 (ｱﾄﾞﾚｽ ﾗｯﾁ許可2)

ALE1ﾗｯﾁを通してPJ5 A5 (ｱﾄﾞﾚｽ) PH6 CS

ALE1ﾗｯﾁを通してPJ6 A6 (ｱﾄﾞﾚｽ) PH0 WE

ALE1ﾗｯﾁを通してPJ7 A7 (ｱﾄﾞﾚｽ) PH1 RE

4.3. 組み込みﾃﾞﾊﾞｯｶﾞ実装

XMEGA A1U Xplained Proはﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ/ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ(PDI: Program Debug Interface)を使ってATxmega128A1Uのﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ
とﾃﾞﾊﾞｯｸﾞに使うことができる組み込みﾃﾞﾊﾞｯｶﾞ(EDBG:Embedded DeBuGger)を含みます。組み込みﾃﾞﾊﾞｯｶﾞはUART上の仮想COM
ﾎﾟｰﾄ ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ、SPIとTWI上のAtmelﾃﾞｰﾀ中継器ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ(DGI:Data Gateway Interface)も含み、XMEGAの4つの汎用入出力
(GPIO)を監視します。Atmel Studioは組み込みﾃﾞﾊﾞｯｶﾞ用の前処理部として使うことができます。

4.3.1. ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ(PDI:Program Debug Interface)は目的対象と通信するの
に2つのﾋﾟﾝを使います。EDBGのﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞとﾃﾞﾊﾞｯｸﾞの能力の使用法の更なる情報
については「組み込みﾃﾞﾊﾞｯｶﾞ」をご覧ください。

表4-11. PDI接続

XMEGAﾋﾟﾝ 機能

RESET/PDI_CLK PDIｸﾛｯｸ

PDI_DATA PDIﾃﾞｰﾀ

4.3.2. 仮想COMﾎﾟｰﾄ

組み込みﾃﾞﾊﾞｯｶﾞはATxmega128A1UのUARTの1つを使うことによって
仮想COMﾎﾟｰﾄ中継器として働きます。仮想COMﾎﾟｰﾄの使用法の更な
る情報については「組み込みﾃﾞﾊﾞｯｶﾞ」をご覧ください。

表4-12. 仮想COMﾎﾟｰﾄ接続

XMEGAﾋﾟﾝ 機能

PE2 USARTE0 RXD0 (XMEGA受信線)

PE3 USARTE0 TXD0 (XMEGA送信線)
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4.3.3. Atmelﾃﾞｰﾀ中継器ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ

組み込みﾃﾞﾊﾞｯｶﾞはSPIまたはI2Cのどちらかを使うことによるAtmelﾃﾞｰﾀ中継器ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ(DGI:Data Gateway Interface)が特徴で
す。DGIは様々なﾃﾞｰﾀをXMEGAからPCへ送るのに使うことができます。DGIｲﾝﾀｰﾌｪｰｽの使用法の更なる情報については「組み込
みﾃﾞﾊﾞｯｶﾞ」をご覧ください。

表4-13. USART(SPI動作)使用時のDGIｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ接続

XMEGAﾋﾟﾝ 機能

PD1 USARTD0 XCK0

PD2 USARTD0 RXD0

PD3 USARTD0 TXD0

表4-14. I2C使用時のDGIｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ接続

XMEGAﾋﾟﾝ 機能

PC0 TWIC SDA (ﾃﾞｰﾀ線)

PC1 TWIC SCL (ｸﾛｯｸ線)

組み込みﾃﾞﾊﾞｯｶﾞ(EDBG)に4つの汎用入出力(GPIO)線が接続されます。EDBGはこ
れらの線を監視してﾋﾟﾝ値変更の時刻印を記すことができます。これはXMEGA応用
ｺｰﾄﾞで正確に事象に時刻印を記すことを可能にさせます。GPIO監視機能の構成設
定と使い方の更なる情報については「組み込みﾃﾞﾊﾞｯｶﾞ」をご覧ください。

表4-15. EDBGへ接続されるGPIO線

XMEGAﾋﾟﾝ 機能

PK4 GPIO0

PK5 GPIO1

PK6 GPIO2

PK7 GPIO3

5. 追補

5.1. IARでとの開始に際して

AVR®用IAR Embedded Workbench®はGCCに基づかない専売の高効率ｺﾝﾊﾟｲﾗです。Xplained Proｷｯﾄのﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞとﾃﾞﾊﾞｯｸﾞは
Atmel-ICEｲﾝﾀｰﾌｪｰｽを使ってAVR用IAR™ Embedded Workbenchで支援されます。書き込みとﾃﾞﾊﾞｯｸﾞの作業を始めるにはﾌﾟﾛｼﾞｪｸ
ﾄでいくつかの初期設定が構成設定されなければなりません。

以下の手順は書き込みとﾃﾞﾊﾞｯｸﾞのためにﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄの準備を整える方法を説明します。

 1. 構成設定を望むﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄを開くことを確実にしてください。ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄに対してOPTIONSﾀﾞｲｱﾛｸﾞを開いてください。

 2. Ｇeneral Options区分で、Targetﾀﾌﾞを選んでください。ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ用のﾃﾞﾊﾞｲｽ、または一覧になければ、ﾃﾞﾊﾞｲｽのｺｱを選んでくだ
さい。

 3. Debugger区部で、Setupﾀﾌﾞを選んでください。ﾄﾞﾗｲﾊﾞとしてAtmel-ICEを選んでください。

 4. Debugger⇒Atmel-ICE区部で、Atmel-ICE 1ﾀﾌﾞを選んでください。ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽとしてPDIを選び、任意選択でPDI周波数を選ん
でください。

図5-1. 目的対象ﾃﾞﾊﾞｲｽ選択 図5-2. ﾃﾞﾊﾞｯｶﾞ選択
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図5-3. ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ構成設定

6. ﾊｰﾄﾞｳｪｱ改訂履歴と既知の問題

6.1. 製品IDと改訂の識別

Xplained Pro基板の改訂と製品識別子はAtmel Studioを通して、またはPCBの裏側の張り紙を見ることによってのどちらかの2つの方
法で得られます。

Xplained Pro MCU基板をAtmel Studioが走行しているｺﾝﾋﾟｭｰﾀに接続することにより、情報ｳｨﾝﾄﾞｳが立ち上がります。ｷｯﾄ詳細下で
一覧にされる通番の最初の6桁は製品識別子と改訂を含みます。接続されたXplained Pro拡張基板についての情報もAtmel Kit’sｳｨ
ﾝﾄﾞｳに現れます。

同じ情報はPCBの裏側の張り紙で得られます。殆どのｷｯﾄはA09-nnnnrrとして平文で識別子と改訂を表示し、ここでのnnnnは識別子
で、rrは改訂です。制限された空間の基板は通番文字列を含むQRｺｰﾄﾞだけの張り紙を持ちます。

通番文字列は以下の形式を持ちます。

 “nnnnrrssssssssss”
 n = 製品識別子
 r = 改訂
 s = 通番

XMEGA A1U Xplained Pro用の製品識別子はA09-1802です。

6.2. 改訂2

XMEGA A1U Xplained Proの改訂2は初回公開版で既知の問題はありません。

7. 資料改訂履歴

資料改訂 日付 注釈

42211A 2014年1月 初版資料公開

42211B 2016年4月 「IARでとの開始に際して」を追加
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8. 評価基板/ｷｯﾄ重要通知
この評価基板/ｷｯﾄは工作、開発、実演を促進する、または評価目的だけの使用を意図されています。これは完成された製品では
なく、(基板/ｷｯﾄに於いて他の方法で注記されるかもしれないのを除き、)ﾘｻｲｸﾙ(WEEE)、FCC、CE、またはULの電磁適合性に関
連する制限や指令なしで完成製品へ応用できる、含めることの何かまたは何れかの技術的または法律上の必要条件に(未だ)適合
しないかもしれません。Atmelは販売者と更にその先の使用者単独の危険に於いて、全ての障害と共に何の保証もなく、"現状その
まま"でこの基板/ｷｯﾄを供給しました。使用者は商品の適切で安全な取り扱いのために全ての義務と責任を負います。また使用者
は商品の使用や取り扱いから起こる全ての請求からAtmelを保護します。製品の開放構造のため、静電放電と他のどんな技術的ま
たは法的な利害関係に関して何れか若しくは全ての適切な予防処置を取るのは使用者の責任です。

上で述べる保障の範囲までを除き、使用者とAtmelは間接、特別、付帯的、または必然的な損害に関して互いに責任がないでしょ
う。

そのようなAtmelの製品やｻｰﾋﾞｽがあるかもしれない、または使用されることに於いて、どんな機械、処理、または組み合わせに関連
または網羅するAtmelのどんな特許権や他の知的財産の下でも承諾は全く授けられません。

郵便住所: Atmel Corporation
 1600 Technology Drive
 San Jose, CA 95110
 USA
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お断り: 本資料内の情報はAtmel製品と関連して提供されています。本資料またはAtmel製品の販売と関連して承諾される何れの知的所有権も禁
反言あるいはその逆によって明示的または暗示的に承諾されるものではありません。Atmelのｳｪﾌﾞｻｲﾄに位置する販売の条件とAtmelの定義での
詳しい説明を除いて、商品性、特定目的に関する適合性、または適法性の暗黙保証に制限せず、Atmelはそれらを含むその製品に関連する暗示
的、明示的または法令による如何なる保証も否認し、何ら責任がないと認識します。たとえAtmelがそのような損害賠償の可能性を進言されたとし
ても、本資料を使用できない、または使用以外で発生する(情報の損失、事業中断、または利益と損失に関する制限なしの損害賠償を含み)直
接、間接、必然、偶然、特別、または付随して起こる如何なる損害賠償に対しても決してAtmelに責任がないでしょう。Atmelは本資料の内容の正
確さまたは完全性に関して断言または保証を行わず、予告なしでいつでも製品内容と仕様の変更を行う権利を保留します。Atmelはここに含まれた
情報を更新することに対してどんな公約も行いません。特に別の方法で提供されなければ、Atmel製品は車載応用に対して適当ではなく、使用さ
れるべきではありません。Atmel製品は延命または生命維持を意図した応用での部品としての使用に対して意図、認定、または保証されません。

安全重視、軍用、車載応用のお断り: Atmel製品はAtmelが提供する特別に書かれた承諾を除き、そのような製品の機能不全が著しく人に危害を
加えたり死に至らしめることがかなり予期されるどんな応用(”安全重視応用”)に対しても設計されず、またそれらとの接続にも使用されません。安全
重視応用は限定なしで、生命維持装置とｼｽﾃﾑ、核施設と武器ｼｽﾃﾑの操作用の装置やｼｽﾃﾑを含みます。Atmelによって軍用等級として特に明確
に示される以外、Atmel製品は軍用や航空宇宙の応用や環境のために設計も意図もされていません。Atmelによって車載等級として特に明確に示
される以外、Atmel製品は車載応用での使用のために設計も意図もされていません。

© HERO 2020.

本応用記述はAtmelのXMEGA A1U Xplained Pro使用者の手引き(Rev.42211B-04/2016)の翻訳日本語版です。日本語では不自然となる重複す
る形容表現は省略されている場合があります。日本語では難解となる表現は大幅に意訳されている部分もあります。必要に応じて一部加筆されて
います。頁割の変更により、原本より頁数が少なくなっています。

必要と思われる部分には( )内に英語表記や略称などを残す形で表記しています。

青字の部分はﾘﾝｸとなっています。一般的に赤字の0,1は論理0,1を表します。その他の赤字は重要な部分を表します。

https://www.facebook.com/AtmelCorporation
https://twitter.com/Atmel
http://www.linkedin.com/company/atmel-corporation
https://plus.google.com/106109247591403112418/posts
http://www.youtube.com/user/AtmelCorporation
http://en.wikipedia.org/wiki/Atmel
http://www.atmel.com

	はじめに
	序文
	目次
	1. 序説
	1.1. 特徴
	1.2. ｷｯﾄ概要

	2. 開始に際して
	2.1. Xplained Pro即時開始
	2.2. 設計資料と関連ﾘﾝｸ

	3. Xplained Pro
	3.1. 組み込みﾃﾞﾊﾞｯｶﾞ
	3.2. ﾊｰﾄﾞｳｪｱ識別ｼｽﾃﾑ
	3.3. 電源
	3.4. Xplained Proのﾍｯﾀﾞとｺﾈｸﾀ
	3.4.1. Xplained Pro標準拡張ﾍｯﾀﾞ
	3.4.2. Xplained Pro電源ﾍｯﾀﾞ
	3.4.3. Xplained Pro電源ﾍｯﾀﾞ


	4. ﾊｰﾄﾞｳｪｱ使用者の手引き
	4.1. ｺﾈｸﾀ
	4.1.1. Xplained Pro標準拡張ﾍｯﾀﾞ
	4.1.2. LCD拡張ｺﾈｸﾀ
	4.1.3. その他のﾍｯﾀﾞ
	4.1.4. 電流測定ﾍｯﾀﾞ

	4.2. 周辺機器
	4.2.1. ｸﾘｽﾀﾙ
	4.2.2. 機械的な釦
	4.2.3. LED
	4.2.4. USB
	4.2.5. SRAM

	4.3. 組み込みﾃﾞﾊﾞｯｶﾞ実装
	4.3.1. ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ
	4.3.2. 仮想COMﾎﾟｰﾄ
	4.3.3. Atmelﾃﾞｰﾀ中継器ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ


	5. 追補
	5.1. IARでとの開始に際して

	6. ﾊｰﾄﾞｳｪｱ改訂履歴と既知の問題
	6.1. 製品IDと改訂の識別
	6.2. 改訂2

	7. 資料改訂履歴
	8. 評価基板/ｷｯﾄ重要通知



